
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 月 の 活 動 予 定  

1 月３・４日（金。土） 冬合宿 八ヶ岳赤岳 

CL・・・ 

 

１月７日（火） 第一例会 

 

１月２１日（火） 第二例会 

 2 月 の 活 動 予 定  

２月４日（火） 第一例会 

 

２月１８日（火） 第二例会 

 

 

 １１・１２ 月 の 活 動 報 告  

１２月８日（日） 初アイゼン 物見の岩 

参加者：  

 

 

 

11 名の参加で物見の岩

で初アイゼンを行なった。

多勢の参加で、コースも三

カ所張り、何回も登坂練習

をすることができた。 

より安全な懸垂下降の方

法を教えていただき、みん

なで学習しあった。若い方

の参加もあり、楽しみで

す。 

クリスマス山行、冬合宿と

いう目標に向けて、充実し

た練習ができたと思う。 

 

 

 

 

 

１２月２２日（日） クリスマス山行 戸隠 

参加者： 

 

はじめてホワイトバーチの山行に参加！ 

登山口までの参道は雪がほとんどなく、向かう先の山を見

渡しても全くと言っていいほど雪が付いていない。 

７時２０分、ホラ貝が鳴り響く奥社から登山開始。 

すぐに急登となり、これが雪道だったらラッセル大変だ～、

と思いながらも、まるで晩秋のような登山道を心地よく進む。

天気も曇り予報に

反し、青空が見え

る。 

雪は、日が当たらな

い部分に少しだけ

付いている程度。こ

の時期でここまで雪

がないのは初めてと

聞く。 

８時２０分、五十間

長屋。 

雪はまだほとんどな

いが、ここで、アイゼ

ン、ハーネスを装

着。ワカン、スコップ

はこの先も必要ない

だろうと判断し、デポすることにした。 

ここから鎖場が連続する。少しずつ雪が増えるが、積雪は

多くて１０センチほど。前日も天気が良かったためか、トレー

スが付いていた。 

９時３５分、胸突岩。日が当たり、雪は一切ついていない。

デイジーチェーンで確保しながら登る。 

９時５５分、蟻の塔渡りにさしかかる。東側の斜面に雪はつ

いているが、西側はない。 

リーダーの  さんトップで、  さんビレイのもと、５０m ロー

プを張って頂く。 

その間に、  さんが蟻の塔渡りの手前の岩場で、下山時

に使う懸垂下降のためのロープを張る。 

張って頂いたロープで確保しながら、1 人ずつ渡る。 

自分にとって蟻の塔渡りははじめてだったので、とても緊張

した。さらにプルージックに手間取り、  さんに助けて頂い

た。この日は天気がよく暖かかったが、悪天候の中このよう

なことになると危険なので、基本的なことをきっちり身につけ

ないといけないと反省した。いざ渡り始めると、アイゼンが岩

場に引っかかりそうで、余裕が全くなく、目先だけを見てナ

イフリッジを

必死に這い

つくばって

渡った。（も

ちろん膝は

あざだらけ

…） 
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１１時２５分

に八方睨

みに到着。

山頂もやは

り１０センチ

ほどの積雪

量。曇って

はいたが、

周囲を見

渡すことが

できた。２０

分ほど休憩し、下山。 

帰りの塔渡りは、落ち着いて渡ることができた。行きは立つ

ことが怖くて、ナイフリッジをまたぎながらしか進めなかった

が、周囲をよく観察して足場をしっかり確認すると、気持ち

が落ち着き、必要以上に怖がることなく安全に進めた。ビビ

って目先しか見ていないと逆に危ないと思った。 

その後、胸突岩の先の岩場が凍っていたので、懸垂下降で

降りた。 

１４時、五十間長屋でデポした装備を回収し、１４時４５分、

奥社に下山した。 

雪が予想以上に少ないことは残念だったが、自分にとって

ははじめての戸隠山だったので、反省もあるがとても楽しか

った。雪がどっさり降ったら、ぜひまた行きたいと思う。（） 

 

 

ループ橋 5:30－奥社 P6:08/6:28―奥社 7:12/7:21―五十
間長屋 8:20―西窟 8:57―胸突岩 9:35/9:50―八方睨
11:25/11:47―西窟 13:30/13:40―五十間長屋 13:33/14:09
―奥社 14:46―奥社 P15:25 
 


